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第
65
回
通
常
組
合
会
来
賓
挨
拶

理
事
長
挨
拶

東
京
都
薬
剤
師
会
副
会
長　

髙
松　
登
様

東
京
都
薬
剤
師
国
民
健
康
保
険
組
合
理
事
長　

伊
賀　
光
政

日
頃
よ
り
、都
薬
会
員
が
様
々
な

活
動
を
健
康
に
行
え
る
と
い
う
こ

と
は
、こ
の
国
保
組
合
の
下
支
え
が

あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、薬
剤
師
会
そ
し
て
薬
局
に
は
、国

か
ら
様
々
な
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。特
に
薬
局
は
地
域
の
イ
ン
フ
ラ

拠
点
と
し
て
様
々
な
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、国
の
様
々
な
計
画
や
東

京
都
の
保
健
医
療
計
画
に
も
薬
局
の

役
割
が
し
っ
か
り
と
明
記
さ
れ
ま
し

た
。と
い
う
こ
と
は
、そ
れ
に
伴
っ
て

地
域
で
も
そ
う
い
う
薬
剤
師
、薬
局

の
活
躍
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。よ
う
や
く
薬
局
の
存
在
が
医

療
計
画
の
中
に
し
っ
か
り
と
認
め
ら

れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。医
療
以
外

に
も
、在
宅
で
は
介
護
保
険
を
利
用

し
た
療
養
へ
の
対
応
や
在
宅
医
療
に

お
い
て
多
職
種
連
携
す
る
と
こ
ろ
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。ま
た
、必
要
に

あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年
が
経
過
し
、今
年

は
能
登
半
島
地
震
で
一
年
の
幕
が
開
け
ま
し
た
。被
災

さ
れ
た
方
々
は
今
も
厳
し
い
避
難
生
活
を
送
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。不
運
に
も
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。お
見
舞
い
と
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、去
る
3
月
に
開
催
し
た
組
合
会
で
、令
和
６

年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
を
議
決
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。執
行
部
と
し
て
、こ
の
事
業
計
画
に
沿
っ
て
組

合
を
適
正
、円
滑
に
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。特
に
特

定
健
診
と
特
定
保
健
指
導
は
、保
健
事
業
の
中
核
事

業
と
し
て
、デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
基
づ
い
て
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。健
康
へ
の
過
信
は
禁
物
で
す
。毎
年
、

健
康
診
査・健
康
診
断
を
受
け
て
、「
病
知
ら
ず
」に
健

康
な
一
年
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

さ
て
、令
和
６
年
は
組
合
が
保
険
者
と
し
て
被
保

険
者
証
を
発
行
で
き
る
最
後
の
年
で
す
。今
年
の
12

月
2
日
以
降
は
、被
保
険
者
証
を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、来
年
12
月
2
日
以
降
は
、マ
イ
ナ

保
険
証
を
使
用
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
制
度
に
な

り
ま
す
。マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
取
得
が
任
意
で
あ
る
こ
と

応
じ
て
輸
液
の
調
製
な
ど
多
く
の
こ

と
が
薬
局
に
出
来
な
い
か
と
要
望
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
は
全
て
、薬
剤

師
に
対
す
る
期
待
の
表
れ
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。東
京
都
薬
剤
師
会
と
し

て
も
、皆
様
が
地
域
の
要
望
に
し
っ

か
り
と
応
え
て
い
け
る
体
制
作
り
、

そ
れ
か
ら
薬
剤
師
と
し
て
の
生
涯
学

習
も
含
め
て
資
質
の
向
上
を
目
指
す

様
々
な
事
業
展
開
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。地
域
薬
剤
師
会
は
地
域
の

住
民
の
た
め
に
活
動
を
続
け
、医
師

は
医
師
の
役
割
、看
護
師
は
看
護
師

の
役
割
、そ
し
て
薬
剤
師
は
薬
剤
師

が
や
る
べ
き
こ
と
を
担
っ
て
い
く
。そ

の
た
め
に
は
、皆
様
が
お
店
を
切
り

盛
り
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、休
み
た
い

と
き
に
休
め
る
訳
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
の
で
、日
頃
か
ら
ご
自
身
の
健

康
を
し
っ
か
り
と
管
理
さ
れ
る
こ
と

が
凄
く
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の

意
味
で
も
薬
剤
師
国
保
の
役
割
、こ

う
い
う
保
険
が
あ
る
か
ら
安
心
し
て

働
け
る
、そ
う
い
う
制
度
は
こ
れ
か

ら
も
し
っ
か
り
守
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

が
ネ
ッ
ク
と
思
い
ま
す
が
、当
組
合
の
マ
イ
ナ
保
険
証

利
用
率
は
令
和
5
年
10
月
が
6・75
％
、11
月
が
5・

80
％
で
し
た
。マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
こ
と
に
慣

れ
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、昨
年
末
に
突
如
と
し
て
令
和
6
年
度
か

ら
組
合
特
定
被
保
険
者
に
対
す
る
定
率
の
国
庫
補
助

率（
13
％
）を
削
減
す
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。年
の

瀬
も
押
し
迫
っ
て
の「
通
告
」で
あ
り
、な
す
術
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。組
合
特
定
被
保
険
者
が
約
8
割
を

占
め
る
当
組
合
へ
の
影
響
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。来
年
度
に
は
健
康
保
険
も
セ
ッ
ト
に
し
た「
年

金
改
革
」が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。従
業
員
の
生
活
を

守
る
た
め
に
厚
生
年
金
の
適
用
拡
大
は
是
と
し
て
も
、

「
健
康
保
険
は
協
会
け
ん
ぽ
へ
行
け
」と
い
う
の
は
論

と
し
て
い
さ
さ
か
乱
暴
だ
と
思
い
ま
す
。保
険
料
の
半

分
が
事
業
主
負
担
で
従
業
員
に
と
っ
て
は
有
難
い
こ

と
で
す
が
、事
業
主
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と
な
り

ま
す
の
で
、健
康
手
当
の
支
給
な
ど
福
利
厚
生
面
で
の

対
応
は
必
須
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、令
和
8
年
度
か
ら
は「
こ
ど
も・子
育
て
支
援

金
」を
保
険
者
に
拠
出
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
国
保
組
合
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、薬
剤
師
の
連
帯

の
証
し
と
し
て
の
国
保
組
合
を
一
生
懸
命
に
努
力
し
、

守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。組
合
員
の
皆
様
の
ご
支
援・ご

協
力
の
程
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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令和６年度保険料について

介護納付金分を改定します
3月6日に開催した組合会において、令和６年度保険料の改定のための組合規約の一部改正が議決されましたのでお

知らせします。
すでに「保険料のお知らせ」を事業主・個人加入組合員あてに送付していますが、組合の適正な運営にご協力をお願

いいたします。
この度の保険料改正は、下表のように介護納付金が過去３年間にわたってマイナス収支になっていることを是正する

等を目的とするものです。
介護納付金分は満４０歳以上６５歳未満の被保険者が納めるべき介護保険料を保険者（組合）が保険料として徴収し、

まとめて納めていますが、その不足分を医療分の保険料から補塡するのは筋違いであるという考え方から、是正するも
のです。

介護納付金は概算で納め、翌年度に総額が確定することや、対象の被保険者数が予算と決算では異なるため、決算を
確認してから是正することにしますので、今後も決算収支を確認し、必要に応じて是正していきます。

併せて、後期高齢者支援金分については、被保険者全員に均等に賦課していますが、当組合の財政が許す範囲で子
育て支援策を実施するため、令和６年１０月１日から未就学児は徴収しない（0円とする）こととしました。

区分 平成30年度
決算額

平成31年度
決算額

令和2年度
決算額

令和3年度
決算額

令和4年度
決算額

被保険者数（年度平均） 3,024人 2,911人 2,750人 2,660人 2,606人

歳入
保険料（介護分） 4,793.9 4,777.1 4,763.5 4,780.6 4,788.2 

国庫補助金（介護分） 1,270.7 1,725.7 1,418.9 1,387.0 823.8 
歳出 介護納付金 5,610.3 6,255.5 6,389.2 6,280.6 5,866.3 

歳入歳出差引額 454.2 247.2 △206.9 △113.1 △254.3

平成
３０年度

平成
３１年度

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

医
療
分

事業主組合員 26,000円 26,000円 26,000円 26,000円 26,000円 26,000円 26,000円
特例組合員 16,000円 16,000円 16,000円 16,000円 16,000円 16,000円 16,000円

従業員
薬剤師 21,500円 21,500円 21,500円 21,500円 21,500円 21,500円 21,500円
その他 16,000円 16,000円 16,000円 16,000円 16,000円 16,000円 16,000円

その他の
被保険者

未就学児
9,000円 9,000円 9,000円 9,000円

６,000円
（R5.1.１～） ６,000円 ６,000円

その他の者 9,000円 9,000円 9,000円

後期高齢者
支援金分

未就学児
3,500円 3,500円 3,500円 3,500円 3,500円 3,500円

0円
（R6.10.1～）

その他の者 3,500円

介護納付金分 4,800円 4,800円 4,800円 4,800円 4,800円 4,800円 5,000円
（R6.4.1～）

後期高齢者組合員 2,500円 2,500円 2,500円 2,500円 2,500円 2,500円 2,500円

保険料の推移（月額）

介護納付金収支の推移（月額換算・被保険者1人当たり） （単位：円）

※保険料は、介護保険第2号該当者から徴収した介護納付金分である ※国庫補助金は、介護保険分である ※被保険者1人当たりの額は、決算額を
被保険者数（年度平均）で除し、更に12月で除した月額である ※端数処理のため、歳入歳出差引額が一致しないことがある
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保険料納入告知の方法を変更します保険料納入告知の方法を変更します

保険証の一斉更新保険証の一斉更新ととマイナ保険証マイナ保険証についてについて

新しい保険証を3月下旬にお送りしましたが、お手元に届いていますか？
今回が最後の一斉更新になります。
本年12月1日までは、組合への加入や住所等の変更などの場合に保険証を発行しますが、12月2日以降は発行できま

せん。

①今回の保険証は、「紙製」で発行しました（従来のプラスチックカード型ではありません）。

②有効期間は、『令和６年４月１日から令和７年１２月１日まで』です。

③令和６年４月１日から令和６年１２月１日までの間に、組合に加入した場合や住所・氏名等の変更があった場合などは、当
組合の保険証を発行します（組合への加入申込や届出等の手続きは速やかにお願いします）。
なお、有効期間は、保険証発行の日から令和7年１２月１日までです。

令和6年12月２日以降、当組合では保険証を発行できません。
マイナ保険証を基本とした制度に切り替わります。
マイナ保険証を使用しての受診の場合は、医療機関等の窓口負担額が減るとともに保険者（組合）負担額も減り
ます。ぜひご協力ください。

すでに保険料の納入告知書に同封してお知らせしてきましたが、令和６年５月からは、前月の納
付すべき保険料と比較して金額が変更になる事業所にだけ納入告知書をお送りすることにしまし
た（毎月の告知はしません）。

組合への加入や脱退、あるいは加入者が満４０歳または満６５歳になったなどの場合に保険料の
額が変更になりますので、お知らせします。

令和６年度からは郵便料金の値上げもありますし、事務の省力化にもなりますので、ご理解をお
願いいたします。

なお、従業員が退職した場合などは、すぐに手続きをしていただけなければ、保険料の請求額
を変更できません。ご本人分の還付や相殺などの事務が発生しますので、ご協力をお願いいたし
ます。

また、保険料の引落し日は、従来通り毎月２７日（２７日が土・日・祝日である場合は、翌営業日）で
すので、引落口座の残高をご確認ください。
※引落しできない場合は、当組合口座への振込をお願いすることになりますので、送金手数料が

余計にかかってしまいます。
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Ａ４マイナンバーカードを健康保険証として利用した場合には、医療機関がオンラインで薬剤情報などの患者
情報を確認でき、問診等の業務負担が減ると考えられることから、下表の通り診療報酬の加算（医療情報・システ
ム基盤整備体制充実加算）の窓口負担が低くなります。この場合、薬剤情報などの提供について同意していただく
ことが必要です。同意がない場合には、従来の保険証で受診した際と同じ負担となります。

Ａ１３マイナンバーカードを健康保険証として利用する場合、毎回、医療機関・薬局において顔認証付きカード
リーダーで本人確認を行っていただくようお願いします。その際、健康・医療情報の提供に同意いただけた場合、その
医療機関・薬局の医師等があなたの健康・医療情報を活用することで、より良い医療を受けることも可能です。なお、
健康・医療情報の提供は、同意をいただけた医療機関・薬局に限られ、システム上、24時間で閲覧できなくなります。

Q4Q4 マイナンバーカードを健康保険証として利用した場合の窓口負担はどのようになりますか。 マイナンバーカードを健康保険証として利用した場合の窓口負担はどのようになりますか。

Ａ１２・保険者証類（健康保険被保険者証／国民健康保険被保険者証／高齢受給者証等）
・被保険者資格証明書
・限度額適用認定証／限度額適用・標準負担減額認定証
・特定疾病療養受療証
等の持参が不要となります。
なお、限度額適用認定証／限度額適用・標準負担額減額認定証は、従来は事前に保険者に申請する必要
がありましたが、今後オンライン資格確認が導入された医療機関では、原則として、申請なしに限度額が
適用されます。

Ｑ１２Ｑ１２ 窓口への持参が不要となる証類はどのようなものがありますか。 窓口への持参が不要となる証類はどのようなものがありますか。

Ｑ１３Ｑ１３ マイナンバ マイナンバーーカードを毎回持参する必要がありますか。カードを毎回持参する必要がありますか。

◦マイナンバーカードを持っていない方やマイナンバーカードは持っているが保険証として
の登録をしていない方には、『資格確認書』を送付します。
※申請の必要はありません。

◦マイナ保険証を持っている方が、マイナ保険証を利用できない医療機関を受診する等の
場合に使用する『資格情報のお知らせ』を送付します。
マイナ保険証と一緒に提示することで、保険診療が受けられます。
※申請の必要はありません。

＜厚生労働省ホームページより一部抜粋＞2024.3.1現在

＜厚生労働省ホームページより一部抜粋＞2024.3.1現在

令和５年4～12月 令和６年1月～

初診
マイナンバーカードを利用しない 18円 12円
マイナンバーカードを利用する   ６円   6円

再診
マイナンバーカードを利用しない   6円   0円
マイナンバーカードを利用する   0円   0円

調剤
マイナンバーカードを利用しない 12円   9円
マイナンバーカードを利用する   3円   3円

※再診での算定は１月に１回、調剤での
算定は６月に１回

※「医療情報・システム基盤整備体制充
実加算」は、オンライン資格確認を導
入した医療機関であって、患者に対
し、薬剤情報、特定健診情報その他
必要な診療情報を取得・活用して診
療を行う医療機関が算定できる加算
であり、これらの医療機関において
は、患者にとって医療の質が向上す
ることを評価しているもの
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令
和
６
年
度
事
業
計
画
並
び
に
歳

入
歳
出
予
算
案
は
、３
月
６
日
に
開

催
し
た
組
合
会
で
次
の
通
り
議
決
さ

れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

令
和
６
年
度

事
業
計
画

①
令
和
6
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、1

人
当
た
り
介
護
納
付
金
分
の
収
支
が
3

年
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
改
定
す
る
。（
令
和
６
年
４
月

分
保
険
料
か
ら
）

併
せ
て
、未
就
学
児
に
対
す
る
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
を
徴
収
し
な
い
こ
と
に
よ

り
、若
い
子
育
て
世
代
に
対
す
る
支
援
策

と
し
て
実
施
す
る
。（
令
和
６
年
10
月
分

保
険
料
か
ら
）

ま
た
、組
合
特
定
被
保
険
者
に
対
す
る

定
率
国
庫
補
助
の
補
助
率
が
令
和
６
年

度
か
ら
削
減
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た

歳
入（
国
庫
補
助
金
）を
適
正
に
見
積
る

と
と
も
に
、令
和
８
年
度
か
ら
導
入
す
る

と
し
て
い
る「
こ
ど
も・子
育
て
支
援
金
制

度
」に
お
け
る
当
組
合
の
拠
出
額
の
負
担

や
保
険
料
設
定
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
も

検
討
を
進
め
る
。

②
産
前
産
後
期
間
中
の
保
険
料
免
除
に
つ
い

て
は
、国
の
制
度
創
設
に
伴
い
、当
組
合
の

現
行
制
度
を
国
制
度
と
整
合
さ
せ
る
形

で
令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
実
施
し
、令

和
６
年
度
か
ら
平
年
度
化
す
る
。

③
当
組
合
の
資
格
確
認
調
査
を
令
和
6
年

度
中
に
実
施
す
る
。

④
医
療
費
負
担
の
削
減
に
向
け
、デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
及
び
特
定
健
康
診
査
等
実
施

計
画
に
基
づ
き
保
健
事
業
を
推
進
す
る
。

◦
人
間
ド
ッ
ク
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、そ

の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
必
要
に

応
じ
て
見
直
し
を
行
う
。

◦
契
約
保
養
所（
宿
泊
）施
設
利
用
補
助

に
つ
い
て
は
、事
業
廃
止
を
検
討
す
る
。

◦
被
保
険
者
の
運
動
習
慣
の
定
着
を
目

指
し
、被
保
険
者
が
利
用
し
や
す
い
運

動
施
設
と
の
法
人
契
約
の
拡
充
に
つ
い

て
さ
ら
に
検
討
す
る
。

◦
自
事
業
所
内
で
特
定
保
健
指
導
の
実

施
が
可
能
な
体
制
を
有
す
る
事
業
者

と
個
別
に
委
託
契
約
を
締
結
す
る
方

向
で
検
討
す
る
。

⑤
保
険
薬
剤
師
と
し
て
の
社
会
的
使
命
や

職
業
倫
理
を
踏
ま
え
、社
会
通
念
に
照
ら

し
た
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る「
自
家

調
剤
の
場
合
の
調
剤
報
酬
の
一
部
の
算
定

自
粛
」に
つ
い
て
、実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら

今
後
の
方
策
を
検
討
す
る
。

⑥
令
和
７
年
度
の
年
金
改
革
の
動
向
を
見

守
り
な
が
ら
、必
要
に
応
じ
て
当
組
合
の

対
応
を
検
討
す
る
。

事
業
の
実
施
予
定

（
保
険
給
付・保
健
事
業
）

1
保
険
給
付

従
来
通
り
に
実
施
し
ま
す

　

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、病
院・診
療

所・薬
局
の
窓
口
に
被
保
険
者
証
を
提
示
す

れ
ば
、一
部
負
担
金
を
支
払
う
だ
け
で
次
の

よ
う
な
治
療
や
薬
剤
の
支
給
等
が
受
け
ら
れ

ま
す（
こ
れ
を
現
物
給
付
と
い
い
ま
す
）。残

り
は
、組
合
が
医
療
機
関
に
支
払
い
ま
す
。

・
診
療

・
薬
剤
又
は
治
療
材
料
の
支
給

・
処
置
及
び
手
術
、そ
の
他
の
治
療

・
居
室
に
お
け
る
療
養
上
の
管
理
及
び
そ
の

療
養
に
伴
う
世
話
そ
の
他
の
看
護

・
病
院
又
は
診
療
所
へ
の
入
院
及
び
そ
の
療

養
に
伴
う
そ
の
他
の
看
護（
訪
問
看
護
療

養
費
を
含
む
。）

令
和
６
年
度
事
業
計
画・予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
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※
詳
し
く
は
、組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

2
主
な
保
健
事
業

❶
人
間
ド
ッ
ク
利
用
補
助（
5
月
初
旬
、対

象
者
へ
ご
案
内
発
送
予
定
）

健
診
補
助
事
業
の
拡
充
を
図
る
た
め
、

人
間
ド
ッ
ク
で
の
健
診
費
用
の
一
部（
ま
た

は
全
部
）を
補
助
し
ま
す
。

◦
対
象
者

４
月
１
日
現
在
組
合
に
加
入
し
て
い
る

被
保
険
者
で
、令
和
6
年
度
の
年
齢
が

満
40
歳
か
ら
5
歳
刻
み
の
年
齢
に
該

当
し
て
い
る
方

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
、保
険
診
療
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◦
保
険
診
療
外
の
も
の

・
保
険
の
き
か
な
い
診
療
、差
額
ベ
ッ

ド
代
な
ど

・
健
康
診
断

・
予
防
注
射

・
美
容
を
目
的
と
す
る
整
形
手
術
、歯

列
矯
正

・
正
常
な
妊
娠
、出
産
、経
済
的
理
由

に
よ
る
妊
娠
中
絶

・
歯
科
診
療
で
、特
殊
材
料
を
使
用
し

た
と
き
の「
差
額
診
療
」や「
自
由
診

療
」

◦
制
限
さ
れ
る
も
の

・
犯
罪
を
犯
し
た
と
き
や
故
意
に
よ
る

病
気
や
ケ
ガ

・
け
ん
か
や
泥
酔
な
ど
に
よ
る
病
気
や

ケ
ガ

◦
そ
の
他

・
業
務
上
の
病
気
や
ケ
ガ
は
、労
災
保

険
が
適
用
さ
れ
る
か
、労
働
基
準
法

に
従
っ
て
雇
い
主
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

◦
受
診
期
間

令
和
6
年
4
月
～
令
和
7
年
3
月
末

◦
補
助
金
額

特
定
健
診
の
内
容
を
満
た
し
て
い
る
場

合
…
2
0
，0
0
0
円（
上
限
）

特
定
健
診
の
内
容
を
満
た
し
て
い
な
い

場
合
…
1
0
，0
0
0
円（
上
限
）

※
補
助
条
件
等
は
、組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
実
施
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、必
要
に

応
じ
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

❷
簡
易
が
ん
検
診（
６
月
初
旬
、対
象
者
へ
ご

案
内
発
送
予
定
）

が
ん
の
早
期
発
見・治
療
を
目
的
と
し

て
郵
送
検
診（
ご
自
身
で
便
や
血
液
な
ど

を
採
取
し
て
、送
る
だ
け
で
簡
単
に
受
け

ら
れ
ま
す
）を
実
施
し
ま
す
。

※
検
診
費
用
は
全
額
組
合
が
負
担
し
ま

す
。

※
要
精
検
と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
、医
療
機

関
で
精
密
検
査
を
受
け
て
安
心・早
期
発

見
を
!

※
要
精
検
と
判
定
さ
れ
た
方
に
は
、追
跡
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

令和６年度対象者

40歳 昭和59年4月1日～昭和60年3月31日生まれ　
45歳 昭和54年4月1日～昭和55年3月31日生まれ
50歳 昭和49年4月1日～昭和50年3月31日生まれ
55歳 昭和44年4月1日～昭和45年3月31日生まれ
60歳 昭和39年4月1日～昭和40年3月31日生まれ
65歳 昭和34年4月1日～昭和35年3月31日生まれ
70歳 昭和29年4月1日～昭和30年3月31日生まれ

種別 対象年齢等 受診頻度
大腸がん ２０歳以上 毎年度

子宮頸がん（ＨＰＶ） ２０歳以上
（女性）

前年度受けて
いない方

前立腺がん 50歳以上
（男性） 毎年度

医療費の自己負担割合
区　分 負担割合
組合員 ３割
家族 ３割

義務教育就学前まで＊１ ２割

70歳
以上の者

一般及び低所得者 ２割
現役並み所得者 ３割

＊1「義務教育就学前まで」とは、６歳に達する日以後、最初の３月
31日までとなります。
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面
倒
で
も
、デ
ー
タ
提
供
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
デ
ー
タ
の
提
供（
健
診
結
果
の
写

し
、謝
礼
申
請
書
）に
必
要
な
情
報

は
、次
の
通
り
で
す
。

①
受
診
者
名
②
受
診
日
③
生
年
月
日 

④
身
長
⑤
体
重
⑥
血
圧
⑦
B
M
I

⑧
腹
囲
⑨
尿（
尿
糖・尿
蛋
白
）

⑩
脂
質（
中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル・L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）

⑪
空
腹
時
血
糖
ま
た
は
H
b
A
1
c

⑫
肝
機
能（
G
O
T・G
T
P・γ
ー
G
T
P
）

⑬
問
診（
服
薬
及
び
喫
煙
に
関
す
る
質
問
）

ま
た
は
質
問
票

※
⑩
⑪
に
つ
い
て
は
、や
む
を
得
な
い
場
合

は
随
時
中
性
脂
肪
、随
時
血
糖

特
定
保
健
指
導

特
定
健
康
診
査
の
結
果
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
肥
満
に
高
血
圧・高
血

糖・脂
質
代
謝
異
常
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と

に
よ
り
、心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
に
な
り
や

す
い
病
態
を
指
し
ま
す
。単
に
腹
囲
が
大
き

い
だ
け
で
は
、メ
タ
ボ
に
は
あ
て
は
ま
り
ま

せ
ん
）及
び
そ
の
予
備
群
と
判
定
さ
れ
た
方

に
対
し
て
、専
門
知
識
を
有
す
る
保
健
指
導

実
施
機
関
に
委
託
し
て
生
活
改
善
に
必
要

な
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

❸
特
定
健
診（
7
月
下
旬
、対
象
者
へ
受
診

券
発
送
予
定
）

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目

し
た
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。ご
自
身

の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
、早
め
の
予
防・

治
療
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

◦
対
象
者

４
月
１
日
現
在
組
合
に
加
入
し
て
い
る

被
保
険
者
で
満
年
齢
４０
歳
か
ら
７４
歳

ま
で
の
方

◦
受
診
期
間

令
和
6
年
7
月
～
令
和
7
年
3
月
末

◦
健
診
費
用

全
額
組
合
が
負
担
し
ま
す
。

※
健
診
結
果
デ
ー
タ
は
、国
保
連
を
経
由
し

て
当
組
合
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

●
事
業
者
健
診
結
果
デ
ー
タ
の
提
供
の

お
願
い

各
事
業
者
が
実
施
し
て
い
る
従
業

員
の
定
期
健
康
診
断（
事
業
者
健
診
）

の
結
果
デ
ー
タ
を
ご
提
供
い
た
だ
け

る
と
、特
定
健
診
の
必
須
項
目
を
満

た
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
当
組

合
の
特
定
健
診
を
受
け
た
も
の
と
見

做
せ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。ご

◦
保
健
指
導
費
用

全
額
組
合
が
負
担
し
ま
す
。

※
特
定
健
診
の
結
果
、要
保
健
指
導
と
判
定

さ
れ
た
方
に
は
、随
時
、個
別
に
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、委
託
先
か
ら
訪
問
等
の

た
め
の
連
絡
が
入
り
ま
す
。ご
自
身
が
受

け
や
す
い
保
健
指
導
の
方
法
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

❹
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
補
助

（
9
月
中
旬
事
業
主
へ
ご
案
内
発
送
予
定
）

感
染
予
防
や
重
症
化
防
止
を
目
的
と

し
て
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
費
用
を
補

助
し
ま
す
。

◦
対
象
者

接
種
日
現
在
組
合
に
加
入
し
て
い
る
被

保
険
者（
次
の
方
は
除
き
ま
す
）

①
他
の
制
度
で
補
助
を
受
け
て
い
る
方　
　

②
６５
歳
以
上
の
方

◦
接
種
期
間

令
和
6
年
10
月
～
令
和
７
年
2
月
末

◦
補
助
金
額

被
保
険
者
一
人
に
つ
き
1
，5
0
0
円

❺
宿
泊
施
設
利
用
費
補
助

被
保
険
者
の
健
康
の
維
持・増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、宿
泊
施
設
利
用

費
を
補
助
し
ま
す
。

◦
対
象
者

利
用（
宿
泊
）日
現
在
、当
組
合
に
加
入

し
て
い
る
被
保
険
者（
組
合
員
、家
族
）

で
あ
る
方

◦
補
助
期
間

令
和
6
年
4
月
～
令
和
7
年
3
月
末

◦
補
助
金
額

被
保
険
者
一
人
に
つ
き
一
泊
4
，0
0
0

円（
年
2
泊
ま
で
）

※
J
T
B
の
W
e
b
申
込
シ
ス
テ
ム
は
、

3
月
末
で
運
用
停
止
に
な
り
ま
し
た
。

お
申
し
込
み
は
J
T
B
店
舗
窓
口
の
み

の
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
、令
和
6
年
度
中
に
廃
止

の
方
向
で
検
討
し
ま
す
。

❻
そ
の
他
の
保
健
事
業

育
児
雑
誌
の
贈
呈
、健
康
家
庭
表
彰
、

高
齢
長
寿
者
表
彰
な
ど
の
保
健
事
業
は
、

従
来
通
り
実
施
し
ま
す
。
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令
和
６
年
度

歳
入
歳
出
予
算

歳
入
は
、保
険
料
収
入
が
1
，3
2
4
，

0
6
1
千
円
、国
庫
支
出
金
2
1
7
，1 

9
5
千
円
、都
支
出
金
5
3
，5
5
3
千

円
等
を
見
込
み
、合
計
2
，1
6
8
，2
5 

9
千
円
と
な
り
ま
す
。

な
お
、産
前
産
後
期
間
中
の
保
険
料
免
除

や
介
護
納
付
金
分
の
改
正
、後
期
高
齢
者

支
援
金
分
を
未
就
学
児
に
は
令
和
６
年
１０

月
か
ら
徴
収
し
な
い
こ
と
も
盛
り
込
ん
で

い
ま
す
。

歳
出
は
、保
険
給
付
に
1
，1
4
6
，1 

6
1
千
円（
52・86
％
）、高
齢
者
関
係
拠
出

に
4
6
2
，5
4
5
千
円（
21
・
3３
％
）、介

護
納
付
金
に
1
8
5
，0
5
1
千
円（
8
・

53
％
）、高
額
医
療
費
共
同
事
業
に
9
8
，

5
5
6
千
円（
4
・
55
％
）、保
健
事
業
に

3
1
，4
4
8
千
円（
1・45
％
）な
ど
で
す
。

科目 本年度
予算額

前年度
予算額

比較
増減（△）額

構成比
（%）

国民健康保険料 1,324,061 1,430,221 △106,160 61.07 
　国民健康保険料 1,324,061 1,430,221 △106,160 61.07 
使用料及手数料 1 1 0 0.00 
　手数料 1 1 0 0.00 
国庫支出金 217,195 273,773 △56,578 10.02 
　国庫負担金 5,130 5,457 △327 0.24 
　国庫補助金 212,065 268,316 △56,251 9.78 
前期高齢者交付金 2 2 0 0.00 
　前期高齢者交付金 2 2 0 0.00 
出産育児交付金 5,601 0 5,601 0.26 
　出産育児交付金 5,601 0 5,601 0.26 
都支出金 53,553 59,296 △5,743 2.47 
　都補助金 53,553 59,296 △5,743 2.47 
共同事業交付金 67,658 75,990 △8,332 3.12 
　共同事業交付金 67,658 75,990 △8,332 3.12 
財産収入 53 41 12 0.00 
　財産運用収入 52 40 12 0.00 
　財産売払収入 1 1 0 0.00 
寄付金 1 1 0 0.00 
　寄付金 1 1 0 0.00 
繰入金 1 1 0 0.00 
　繰入金 1 1 0 0.00 
繰越金 494,259 514,357 △20,098 22.80 
　繰越金 494,259 514,357 △20,098 22.80 
諸収入 5,874 5,737 137 0.27 
　加算金、延滞金
　及過怠金 3 3 0 0.00 

　預金利子 1 1 0 0.00 
　雑収入 5,870 5,733 137 0.27 

歳入合計 2,168,259 2,359,420 △191,161 100.00

科目 本年度
予算額

前年度
予算額

比較
増減（△）額

構成比
（%）

組合会費 2,513 2,513 0 0.12
　組合会費 2,513 2,513 0 0.12
総務費 102,035 93,561 8,474 4.71
　総務管理費 100,963 92,489 8,474 4.66
　徴収費 981 981 0 0.05
　選挙費 91 91 0 0.00
保険給付費 1,146,161 1,255,605 △109,444 52.86
　療養諸費 1,024,623 1,122,097 △97,474 47.26
　高額療養費 90,532 99,501 △8,969 4.18
　移送費 150 150 0 0.01
　出産育児諸費 30,014 32,516 △2,502 1.38
　葬祭諸費 840 840 0 0.04
　結核・精神医療給付金 1 1 0 0.00
　傷病手当金 1 500 △499 0.00
後期高齢者支援金等 337,393 333,365 4,028 15.56
　後期高齢者支援金等 337,393 333,365 4,028 15.56
前期高齢者納付金等 125,152 165,478 △40,326 5.77
　前期高齢者納付金等 125,152 165,478 △40,326 5.77
介護納付金 185,051 177,304 7,747 8.53
　介護納付金 185,051 177,304 7,747 8.53
流行初期医療確保
拠出金等 2 0 2 0.00

　流行初期医療
　確保拠出金等 2 0 2 0.00

共同事業拠出金等 98,556 106,222 △7,666 4.55
　共同事業拠出金 98,554 106,220 △7,666 4.55
　国保組合共同
　事業負担金 2 2 0 0.00

保健事業費 31,448 36,833 △5,385 1.45
　特定健康診査等事業費 12,716 10,777 1,939 0.59
　保健事業費 18,732 26,056 △7,324 0.86
積立金 52 40 12 0.00
　積立金 52 40 12 0.00
諸支出金 30,051 30,051 0 1.39
　償還金及還付金 30,000 30,000 0 1.38
　延滞金 1 1 0 0.00
　諸支出金 50 50 0 0.00
予備費 109,845 158,448 △48,603 5.07

歳出合計 2,168,259 2,359,420 △191,161 100.00

 （単位：千円）  （単位：千円）歳　入 歳　出

※端数処理のため、合計が一致しない場合がある

※端数処理のため、合計が一致しない場合がある
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計画期間
令和６（2024）年度から令和１１（２０29）年度まで（6年間）

各事業の計画目標

データヘルス計画は、当組合の医療費分析に基づいた対策の実施計画として策定したものです。
データヘルス計画と特定健康診査等実施計画は、全ての保険者が今年度中に策定することを求められており、効果

的・効率的な保健事業の実施に向けて、国が示した『国民健康保険保健事業の実施計画（データヘルス計画）策定の
手引き』（令和５年５月１８日改正）に準拠して策定するとともに、特定健診等実施計画を含むものとして、一体的に策定
しました。

データヘルス計画は、医療費の抑制を最終目標とし、この計画に盛り込んだ保健
事業を通じて被保険者の健康の維持・増進を図っていきます。

なお、保健事業については、特定健診・特定保健指導を保健事業の中核に据え、こ
れまでの実績や課題等を整理し、実現可能な目標値を設定するとともに、PDCAサ
イクルに沿って計画的に推進し、進捗状況を管理していきます。

事業 事業の概要 評価指標
計画目標

実績 2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

2028
年度

2029
年度

特定
健康診査

国が示すマニュアルに
従って実施

受診率
（受診者数/対象者数） 38.4% 40% 41% 42% 43% 44% 45%

特定
保健指導

国が示すマニュアルに
従って実施

終了者率
（終了者数/

対象者数）

動機付け支援 6.5% 6.7% 7.0% 7.3% 7.5% 7.7% 8.0%

積極的支援 19.0% 19.5% 20.0% 20.5% 21.0% 21.5% 22.0%

計 14.6% 17.0% 30.0% 31.0% 32.0% 33.0% 34.0%

人間ドック
利用補助

・対 象 者：40～74歳の
5歳刻み

（節目健診） 
・補助対象：①特定健診

②がん検診
・事業開始：令和5年度

受診率
（受診者数/

対象者数）

特定健診分 15.0% 16.0% 17.0% 18.0% 19.0% 20.0%

がん検診分 15.0% 16.0% 17.0% 18.0% 19.0% 20.0%

簡易
がん検診

郵送方式による
簡易がん検診

受診率
（受診者数/

対象者数）

大腸がん 22.1% 23.0% 24.0% 25.0% 26.0% 27.0% 28.0%

子宮頸がん 13.7% 14.0% 14.5% 15.0% 15.5% 16.0% 16.5%

前立腺がん 22.5% 23.0% 23.5% 24.0% 24.5% 25.0% 25.5%

糖尿病性腎症
重症化

予防事業
東京都栄養士会

業務委託 利用者 0人 1人 1人 1人 1人 1人 1人

インフルエンザ
予防接種
費用補助

被保険者の
インフルエンザ予防接種

費用の一部を補助

実績率
（補助人数/

65歳未満被保険者数）
32.4% 41.0% 42.0% 43.0% 44.0% 45.0% 46.0%

データヘルス計画データヘルス計画＆＆
特定健康診査等実施計画特定健康診査等実施計画を策定しましたを策定しました

※実績は2021年度または2022年度
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各事業の実績と課題

特定健康診査

①受診率が低く、特に男性の受診率が全ての年代で女性よりも低い
②内臓脂肪症候群該当者及び内臓脂肪症候群予備群該当者は、すべての年代で男性が多い

区分
2019年度 2020年度 2021年度

男性 女性 男性 女性 男性 女性
受診率 25.3% 35.2% 27.5% 36.7% 29.5% 41.3%

症候群該当率 23.9% 3.4% 23.9% 3.9% 25.3% 4.8%

予備群該当率 18.8% 3.9% 18.9% 4.0% 20.2% 3.5%

特定保健指導

積極的支援
・

動機付け支援

①積極的支援及び動機付け支援の両方とも、男性の対象者率が女性よりも高い
②終了者率が低く、特に男性の終了者率が女性よりもおおむね低い

区分
2019年度 2020年度 2021年度

男性 女性 男性 女性 男性 女性

終了者率
25.0% 23.6% 16.8%

23.0% 27.7% 15.1% 35.2% 9.3% 25.5%

積極的支援 13.0% 20.0% 17.6% 9.1% 6.7% 11.1%

動機付け支援 32.3% 28.6% 12.8% 41.9% 12.5% 28.9%

人間ドック
利用補助

①2023年度事業開始
②特定健診及びがん検診の実施率が低い
③人工透析に至った被保険者数が減少しない

簡易がん検診

①受診率が低い
②要精検となった者の受診行動及び受診結果の捕捉が不十分

年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
大腸がん検診受診率 25.1% 24.8% 23.1% 22.1%

子宮頸がん検診受診率 16.2% 15.4% 14.1% 13.7%

前立腺がん検診受診率 21.2% 21.0% 21.0% 22.5%

  

受診率＝受診者数/対象者数

糖尿病性腎症
重症化予防事業

①利用実績がほとんどない
②対象者のほとんどが医療機関で受療・服薬中であるため、さらに保健指導を受ける誘因に

かける

年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
利用者数 0人 1人 0人 0人

インフルエンザ
予防接種費用補助

補助対象範囲を組合員から被保険者に拡大したが、実績は伸びていない

年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
補助件数 ー 1,934件 1,922件 1,724件

補助率 ー 45.7% 39.0% 36.7%

補助率＝補助件数/補助対象者被保険者数

※実績は2021年度または2022年度

※詳しくは、組合ホームページをご覧ください。
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あさり  200g
ベーコン（ブロック）  50g
ブロッコリー  100g
玉ねぎ  1/2個
にんにく  １かけ
オリーブ油  大さじ1/2
　　水  1/4カップ
　　白ワイン  1/4カップ
　　塩・こしょう  少々

❶  あさりは砂出しし、殻と殻をこすり合わせてしっ
かり洗う。ベーコンは拍子木切りにする。ブロッ
コリーは小房に分け、玉ねぎはくし形切り、にん
にくはみじん切りにする。

❷フライパンにオリーブ油、にんにくを入れて弱火
にかける。香りが出たらベーコンを加えて炒め、
あさり、玉ねぎ、ブロッコリー
を加えてサッと炒める。

❸  Aを回し入れて蓋をし、あさ
りの口が開くまで弱火で４～
５分蒸し煮にする。

材料（2人分）

あさりとブロッコリーのサッと蒸し
エネルギー
200kcal

食塩相当量
1.6g1人分

生活習慣病 レシピ改善サポート

ふわっと広がる磯の香りと
〝鉄分豊富〞なあさりのうま味が引き立つ

毎日の食事も、少しの工夫で生活習慣病の予防・改善に役立つ健康メニューに。
ポイントを押さえて、おいしく、健康的な食生活を送りましょう。
監修 （料理家・管理栄養士） 撮影 武井メグミ　スタイリング 宮沢ゆか新谷友里江

A

作り方

健診の数値が

気になりだし
たら

貧血の
改善に

料理家・フードコーディネーター・管理栄養士。手軽でおいしい家庭料理やアレンジレ
シピに定評がある。料理雑誌や女性誌のレシピ開発などで活躍中。著書に『忙しい日の
できたてごはんがレンチンだけでできちゃった100』（主婦の友社）など多数。にいやゆりえ

新谷友里江
P r o f i l e

　鉄分は、たんぱく質
やビタミンCと一緒に
とると吸収率が高まる
ため、これらを含むあ
さりとブロッコリーの
組み合わせは、鉄欠乏
性貧血の改善にぴった

改善につながる

とると吸収率が高まる
ため、これらを含むあ
さりとブロッコリーの
組み合わせは、鉄欠乏
性貧血の改善にぴった

けんこうPOINT
貧血

り。血液をつくるために必要なビタ
ミンB12や葉酸もとれて◎です。
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